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父母のワーク・ライフ・バランスと祖父母による孫育て
―日本とオランダの比較―

佐藤 淑子（児童学科・教授）

はじめに

鎌倉女子大学では、2016年、学術研究所に｢子ども・子育て研究施設｣を開設し、育児期

家族のウェル・ビーイングを中心に据えた「かまくらプロジェクト」1） が企画された。そ

のプログラムの詳細については、鎌倉女子大学発行の『緑苑』52号（2018）に譲るが、本

稿では2017年と2018年に実施した｢親を支える祖父母アイデンティティの発達プログラム｣

において、筆者が担当した3つの講座の内容を踏まえ、祖父母の子ども世代への支援、す

なわち孫育てを論ずる。

近年、祖父母による孫育てに関する研究が盛んになっている。その背景にあるのは、女

性のライフコースが変化し、仕事と子育ての「両立型」の母親が増えてきており、子育て

中の母親が祖父母のインフォーマル保育も必要とすることが増えていることである。と同

時に、少子高齢社会において祖父母世代の孫育てに参加する意識の向上がみられる。

筆者の祖父母世代の孫育て支援の講座の特徴は、国際比較の視点を取り入れたことであ

る。国際比較をする国として、男女のワーク・ライフ・バランスの先進国であり、育児期

を通して就業を継続する女性の多いオランダを取り上げた。

近年、日本でもオランダでも祖父母が孫の育児に積極的に参加することが増えている。

その要因と支援のあり方には両国で共通点もあり、また日本とオランダそれぞれの国独自

の特徴がある。この状況を整理することによって、男女のワーク・ライフ・バランスの向

上と、祖父母による孫育てがどのように家族のウェル・ビーイングにつながるのかについ

て検討する。

１．オランダの父母のワーク・ライフ・バランス

オランダは男女のワーク・ライフ・バランスの向上にいち早く取り組んできた国である

（前田,2000）。オランダでは1960年代ごろまでは性別役割分業意識が強く、男性は稼ぎ手

としてフルタイムで働き女性は家事・育児に専念してきた（Knijn,1994）。が、その後、

パートタイム労働需要の増加を背景に、女性のパートタイム労働者が増加した。世論も、

1985年頃を境に幼い子どもを持つ母親の就業を支持する方向へとシフトした。

オランダのワーク・ライフ・バランスに関する特徴は、男女双方がペイドワーク（有償

の家庭外労働）とアンペイドワーク（家事やケアの無償労働）を平等に担う方向性を模索

してきたことである（Plantenga,Schippers,& Siegers,1999）。オランダの社会・行動科学

者 Kremer（2007）によると、オランダの男女の仕事とケア役割のバランスは次のように

変遷してきた。①伝統的な男性ブレッドウィンナーモデル、②男性ブレッドウィンナー＋

女性パートタイム労働と家庭内ケアモデル、③男女が共働きし、ケア役割も協同するモデ

ルである。

オランダと日本のワーク・ライフ・バランスは以下の３つの側面において、対照的であ
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る。

第 1に、オランダは日本と比較して長時間労働の傾向が低い。OECDのデータによる

と労働時間が週50時間以上の労働者の割合はオランダが0.4％と最も低く、日本は2１.9％

である（明石,2018）。ちなみに、日本生産性本部が2017年のデータから算出した労働生

産性の国際比較によれば、日本の 1時間当たりの労働生産性は経済協力開発機構

（OECD）加盟36か国中、20位であるが、オランダは8位となっている（読売新聞朝刊,20

18年12月30日付）。

第2に幼い子どもを持つ母親の労働力率である。6歳未満の子どもを持つ母親の労働力

率の6ヵ国（オランダ・日本・アメリカ・イギリス・フランス・ドイツ）の比較を以下に

示した。日本が最も低く、オランダはフランスに次いで高いことがわかる（図1）。また、

末子が 3歳未満の母親の就業率は、オランダでは 7割を超え、OECD平均でも 5割を超

えているが、日本は約3割にとどまっている（池本,2013）。

さて、近年、女性労働力率と合計特殊出生率の間には、正の相関があることが明らかに

されている。実際、女性労働力率が向上したオランダでは、日本とは対照的な合計特殊出

生率の推移が見られ、合計特殊出生率が回復してきている（図２）。

尚、厚生労働省の2018年の人口動態統計によると、日本の出生数は過去最少の92万

10000人となり、少子化傾向に歯止めがかかっていない現状が報告された（読売新聞,2018

年12月22日付）。
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図１ ６歳未満の子どもを持つ母親の労働力率

（％）

図２ 合計特殊出生率の推移（1980～2016年）



２．祖父母による乳幼児を持つ父母へのサポート:日本とオランダの比較

筆者はワーク・ライフ・バランスと乳幼児を持つ父母の育児の協同について、日本とオ

ランダを比較研究した（佐藤,2015）。

オランダでは柔軟な働き方を推進しているが、育児期に父親もフレックスタイム制を利

用して、「4×9戦略」（週4日、1日9時間働いて1日休みをとりパパデイとして子ども

の世話を担う）を実践し、育児参加することが促進されている。また、男性がパートタイ

ム労働を自発的に選択する割合は欧州の中でも高く、筆者の調査でも、約2割の父親がパー

トタイムの仕事 3）に従事していた。

オランダの父親の仕事時間は日本の父親と比較して有意に短く、育児時間・家事時間は

有意に長いことが見いだされた。父親の家事・育児の参加がある分、オランダの母親の育

児時間は、日本の母親と比較して有意に短く、余暇時間も有意に長い。育児感情について

見ると、「子育てへの肯定感」では日本とオランダ、父親と母親で違いはみられなかった。

しかしながら、育児不安と同義の「子育てへの否定感」では、日本のほうがオランダより、

母親においても父親においても有意に高かった。また、有職の母親のストレスは日本のほ

うがオランダより高く、これはその配偶者である父親においても同様であった。

祖父母またはベビーシッターに預けて夫婦だけで出かけたり、旅行をすることがあると

回答した割合は、オランダのほうが有意に多い（図3）。祖父母が孫育てに参加すること

に関する日本とオランダの顕著な違いは、オランダの母親が育児から解放されて、妻とし

ての時間や余暇時間を持てることである。これは、乳幼児を育てる母親が、気分転換のた

めに育児から離れることについて、オランダの文化のほうが肯定的であることを示唆して

いる。

他方、日本では、母方の祖父母は娘の里帰り出産に協力したり、母方・父方の祖父母が

子育て期の母親が仕事をするときに支援はしても、子どもを祖父母に預けて、夫婦だけで

レジャーに出かける機会はまだあまりないことが推測される。

さらに、日本とオランダの母親に対し、育児に関して誰に相談するかと問うたところ、

図4に示した回答が得られた。
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図３ 「妻としての自分」の日本とオランダの比較
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両国とも、1位は夫、2位は祖父母となっている。日本ではママ友が3位に入るが、オ

ランダでは専門家が挙げられている。以上のことから、日本・オランダどちらの国におい

ても、母方の祖母が育児相談相手となっていることが示唆された。尚、日本の先行研究に

おいても母親の相談相手は夫に次いで祖父母であることが報告されている（曽山・吉田・

米田,2015）。

３．子育ての支援者としての祖父母の現代性

船橋（2008）は育児のエージェントには、母親、父親、きょうだい、祖父母などの家族・

親族のほかに、近隣や友人、家事育児使用人（ベビーシッターやナニー・メイド）、家庭

保育者（保育ママ）、里親、保育所や幼稚園、学童保育など様々な担い手・制度が存在し

ているとした。そして、これらのエージェントの現実の組み合わせは、グローバル化、階

層分化、男女の就労状況、労働市場におけるジェンダーギャップ、国家による育児費用の

再配分のあり方、家族文化、親族ネットワークのあり方などによって、多様な展開がある

と論じた。

船橋（2008）は各国の育児支援制度を検討し、家族・親族内の支援関係を基本とする

｢家族主義｣（ex.日本）、市場が中心的役割を果たす｢自由主義｣（ex.アメリカ）、国家によ

る育児保障が中心的役割を果たす｢社会民主主義｣（ex.フランス）の 3つの類型に大きく

分類している。

上述のオランダの社会・行動科学者 Kremer（2007）は幼い子どもを持つ母親にとって、

仕事に就くときに、子どもの養育がきちんとなされるかどうかが、安心して仕事をできる

前提となると述べる。そして何が‘IdealCare’（理想の育児）であるかを考えるという。

欧州の 4カ国、オランダ・イギリス・デンマーク・ベルギーの ・IdealCare・を比較した結

果、オランダの理想の育児は「両親の育児の協同」であるとした。Kremer（2007）の研

究を参照すると、オランダも日本と同様に船橋の論じた「家族主義」にカテゴライズされ

ると考えられる。

さて、オランダの社会政策の研究者Bovenberg（2005）は、ライフコースの観点から、

育児期の親が家庭生活に力を注ぎ、労働力としても力を発揮できる、すなわちワーク・ラ
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図４ 誰に育児相談するか（複数回答）
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イフ・バランスが取れるためには、祖父母世代が、育児期にある子ども世代を支援するこ

とが重要であると論じた。ライフコースとは歴史的な背景や社会の変化の影響を受けて人

生は多様なパターンをたどることに注目する概念である（武石,2016）。Bovenberg（2005）

は、現代社会の長寿化による祖父母世代の労働力の向上こそが、育児期にある父母世代の

ワーク・ライフ・バランスの構築の支援につながると論じた。

Bovenberg（2005）は人生を「春の季節」・「夏の季節」・「秋の季節」（50・55～70・75歳）・

「冬の季節」に分けている。「夏の季節」の育児期世代は時間がなく（timecrunch）、経済

的負担も大きい（moneybind）。他方、「秋の季節」の祖父母世代は子育てが終わり、健

康で、経済的にもゆとりがあると捉えた。そして、「夏の季節」の育児期世代が、ワーク・

ライフ・バランスを実現し、夫婦で子育てを協同するには、「秋の季節」の祖父母世代支

援こそが重要となると主張した。

人生の四季の概念は、これまでもレヴィンソンを始めとして、発達心理学の領域におい

て検討されてきている。従来、「秋の季節」は子育てを終えた後の女性を、「空の巣症候群」

といった表現にみられるように、母親としてのアイデンティティの喪失に着目したものが

多かった。また、男性は退職に伴う職業的アイデンティティの喪失や、働き盛りの長時間

労働とも関連して地域コミュニティでの人的ネットワークが希薄であることによる活動の

場の狭まりなど、ネガティブな側面が指摘されてきた。しかしながらBovenbergは、子ど

も世代への支援と、充実した自身のキャリアを追及する季節であるとポジティブに評価す

る。

４．育児支援制度の整備と祖父母によるインフォーマル保育の併存

オランダは上述のように、男性の長時間労働が少なく、女性の社会進出が進んでいる国

であるが、育児においては祖父母等のインフォーマル保育に依存している国でもある。父

母が共に働いている家庭でも、保育所の利用は週に2.5日が平均的で、近親者、とりわけ

祖父母に週1～2日預けるケースが多い（松浦,2011;中谷,2015）。オランダの保育制度

の整備は、ワーク・ライフ・バランスの推進国の中では遅れがちであるが、これは家庭内

保育に価値を見出してきたことが背景にある。上述の Kremer（2007）は、育児には価値

態度が大きな意味を持つため、文化によって定義された適切な「仕事とケア（育児・介護）」

のイメージは育児に関する政策とその運用に影響を及ぼすと考察した。

諸外国の子ども・子育て支援策を検討した池本（2013）によれば、オランダでは祖父母

が孫の面倒を定期的に見る場合、救急救命講習を受けるなど、いくつかの要件を満たせば、

自営のベビーシッターとして登録することができる 2）ことが日本との相違点である。

同様に、日本の祖父母の孫育てに関する研究として、氏家（2011）が親子関係の発達と

いう視点から検討している。成人した子どもの親、すなわち祖父母をG1、成人した子ど

もを G2、孫を G3と整理した。2005年の国民生活白書のデータに基づいて、G2の共働き

夫婦の30～40％がG1を利用していることを報告している。また、出産で仕事を中断した

G2の母親の30％が、もし自分の親の支援があれば、就業を継続できたとの日本労働研究

機構の2003年のデータを紹介している。育児期女性の継続的就労においては、復職後の母

親にサポートしてくれる祖父母がいるかどうかが、保活のポイントである（読売新聞,20

18年9月25日）というように、祖父母の存在が強調されている。

父母のワーク・ライフ・バランスと祖父母による孫育て

―日本とオランダの比較―

81



さらに、佐々木・高濱（2018）が、日本において子育ての支援者としての祖父母が近年

台頭するようになった3つの要因を次のように整理している。

第1に人口動態の急速な変移である。日本の高齢者はかつてないほど心身ともに活発で

健康を維持できていることと、日本の社会において晩婚化と未婚化が進み、孫の希少価値

が高まったことを挙げている。第2に就労状況の変化である。共働き夫婦の世帯は夫と専

業主婦の世帯の倍になっており、共働き夫婦の場合、勤務中の保育・予定外の仕事・子ど

もの急な発病などで祖父母のサポートが必要になる。さらに、今の親世代である1970年代・

80年代はそれ以前のように賃金が上昇せず経済的に厳しいことを指摘している。第3は、

社会システムと家族の形態との不協和である。女性の就業継続が増えているにもかかわら

ず、育児を社会的にサポートする体制が整っていないことと、日本の育児期男性の長時間

労働が背景にあるとした。

佐々木・高濱（2018）の日本の祖父母に関する考察は、上述のBovenbergの「秋の季節」

の祖父母世代が健康であることや、「夏の季節」の子育て期にある世代をサポートするゆ

とりがあるというオランダの様相と共通していると考えられる。

５．祖父母による孫育てと母親の就業の継続及び少子化の抑止との関わり

さて、ここでオランダと日本の祖父母の孫育てが、育児期の母親の継続的就業や少子化

の抑止とのかかわりに関する研究を見る。

Geurts,Tilburg,Poortman,& Dykstra（2012）は、1992年から2006年の間の祖父母によ

る子育て支援の変遷を検討した。オランダの働く母親が、祖父母を最も望ましい育児のエー

ジェントとしているが、その理由は公的保育と比較しても便利で子どもによい影響をもた

らすとして、祖父母への信頼度が高いことを挙げている。1992年から2006年にかけて祖父

母による孫のケアは増加しており、その背景には働く母親の増加、シングルマザーの増加、

孫の数の減少、お互いの家を訪問する交通手段の改善などを挙げている。そして、もし祖

父母世代の雇用が促進されていなければ、もっと祖父母による支援は増進されているだろ

うと述べる。

Geurtsら（2012）によると、オランダでは1992年～2006年にかけて待機児童問題に改善

が見られたにもかかわらず、祖父母の孫育ては増加している。Geurtsら（2012）は、祖父

母が孫の世話をすることを促進する政策により、1時間最大9ドル（原文のまま）の保育

料を受け取ることができることになったが、その施行が2005年であるので、この政策が上

述の2006年時点の祖父母による孫育ての増加の要因ではないと考えられるとしている 4）。

同様に、Tiimse& Liefbroer（2013）は幼い子どもを育てている共働きの子ども世帯へ

の祖父母の子育て支援の効果について検討した。その結果、以下のことを見出している。

1）子ども世代が、子育ての際に公的保育を利用できる状況にあるかは、祖父母と孫の

関わり合いの予測変数とはならない。

2）母方の祖父母のほうが、父方の祖父母より、また祖父より祖母がより多く孫育てに

関わっていた。

3）母方と父方の祖父母が共に孫育てに関わることは、子ども世代にとって、次の子ど

もの出産意欲を促進していた。

Tiimse& Liefbroer（2013）の研究で興味深い点は、祖父母による子育て支援が少子化
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の抑止に関与することを見出したことである。そして、祖父母の孫育てが次の子どもの出

産意欲を促進する理由として、実質的な援助を提供するだけでなく、祖父母世代の規範や

期待が子ども世代に伝達されていくからではないかと考察している。

さて、日本ではどうだろうか。少子化の抑止と祖父母の子育て支援の関連については、

佐々木（2018）は G1と G2が同居もしくは近居し、物理的距離が近くなると、子育て期

の G2が G1からの支援を受けやすくなり、G2女性の就業継続、育児負担感の軽減、第 2

子以降の出生の上昇につながるかを検討した。その結果、同居・近居はG2の女性がフル

タイムで共働きできる可能性を高める効果があることは明らかになった。しかしながら、

もう一人の子どもを生む動因にはなっていないことも示唆された。

北村（2005）は子育てを支える社会的資源の不足化やワーク・ライフ・バランスの欠如

を補うために家族が「近居」という戦略をとっている可能性について検討し、「孫と接す

ると、身体的に疲れを感じる」と答えた人の割合は、年齢が若く、孫と近居し、就学前の

孫がいる祖母で特に高いと報告した。子育て期の家族が抱えるワーク・ライフ・バランス

の困難を改善することは 社会的課題であり、家族間扶助の限界を示唆している。

看護研究学の領域では、母親への子育て支援策として、育児代行、心理的支援、育児知

識の提供および経済的支援などの公的サービスが提供されているが、子育てする母親がよ

く利用するのは、アクセスしやすい実父母や義父母である祖父母の私的サービスであると

の報告がある（曽山・吉田・米田,2015）。さらに、曽山ら（2015）は、母親の就業や父

親の子育て参加に関する祖母の意識を検討している。その結果、祖母自身が子育て期に仕

事復帰した経験の有無にかかわらず、日本の祖母が子育て期の母親の就労を肯定的にはと

らえていないことが示唆された。また、父親が家事や育児に参加することについて、子育

て期に父親に育児を手伝ってもらった経験のない祖母は性別役割分業意識を持つ傾向が認

められたと報告している。小坂・柏木（2007）でも、夫や夫の親から就労を反対されるこ

とが、幼児を持つ女性の就業継続に顕著な影響を与えていることが明らかにされている。

以上のように、日本では祖父母が子育て期に娘や息子の妻が働くことにまだアンビバレ

ントな思いを持つことと、子ども世代の（G2）のワーク・ライフ・バランスがとれてい

ないことが祖父母に過重の負担をかけている可能性がある。

Tiimse& Liefbroer（2013）と同様に、母方の祖父母による孫支援が父方の祖父母によ

る支援より、顕著であることについては、Pollet,Nettle,＆ Nelissen（2006）も報告してい

る。孫を対象とする調査から、母方祖父母のほうが父方祖父母より多くの支援を提供して

おり、孫との交流の頻度も異なることが明らかにされている。

祖母のほうが祖父より孫支援に関わっているというジェンダー差についての検討は日本

の研究にも散見される。祖父母の育児支援に関する文献を概観した研究から、八重樫・江

草・李・小河・渡辺（2003）は①母方祖母、②父方祖母、③母方祖父、④父方祖父の順で

あると報告している（狩野,2011に引用）。

６．祖父母と思春期の子どもとの関係

オランダのGeurts,Tilburg,Poortman,&Dykstra（2009）は、祖父母と思春期の孫との

交流を検討し、孫が思春期になると交流が減ることを報告している。そして、祖父母と孫

の交流は子どもの家を拠点とするので、交流を機能させる鍵を握るのは、子ども世代であ
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ると述べている。

さらに、Geurtsら（2012）はライフコースの観点から祖父母世代と子ども世代の互恵

性についても検討し、息子の子どもの面倒をよく見た祖父母は、ほぼ13年後の時点で見た

ときに息子たちから実質的、情緒的サポートを受ける傾向がより高かったことを報告して

いる。しかしながら、娘たちの孫の面倒についてはこの傾向は見出されなかった。

日本でも、孫の成長と祖父母の加齢による変化と連続性という視点から調査を実施した

杉井（2005）の研究からは、孫が小学生期には孫と祖父母との関係は最も良好であり、孫

が中・高校生になると、祖父母との関係はやや悪くなるが、孫が大学生になると大人同士

の関係として好転することを報告している。

野澤（2018）は孫―祖父母関係に関する思春期の子どもおよび祖父母の認知について、

質問紙調査を実施し、それぞれの因子構造の違いを抽出している。そのうえで、孫―祖父

母関係に関する思春期の子どもおよび祖父母の認知の相互関連を検討し、祖父母の「将来

的援助期待機能」（今後の生活において困ったときの援助を期待する機能）と、思春期の

子どもの「存在受容機能」（深刻な状況において自分を受容してくれる祖父母の存在が心

の支えになる）との間に負の関連があったことを報告している。

７．三世代交流の中心は子ども世代（G２）

オランダの祖父母と孫が触れ合う機会を検討した Oppelaar& Dykstra（2004）は、オ

ランダの祖父母の多くは孫と頻繁に会っていることを見出した。祖父母の半分以上は、1

人以上の孫と毎週会う機会があり、およそ8分の1の祖父母は孫と毎日会っている。しか

しながら祖父母の状況（年齢・孫の数・配偶者の有無・施設に居住など）にもよること、

子ども世帯のどの家族の孫か、孫のうちどの子どもと会っているかは多様であった。調査

結果から、祖父母と孫の触れ合う機会は、子ども世代が促進していることが示唆された。

全般的に、祖父母世代と子ども世代の関係性が良好であれば、祖父母と孫の触れ合う機会

は多くなる傾向にあると考えられる。

日本の研究では、氏家（2011）が、祖父母が孫の世話をすることが子ども世代との相互

の配慮や関与を意味することを指摘している。祖父母が孫と関わったり、子ども世代に助

言したり支援できたりするのは子ども世代がそれを認め、受け入れているからだと述べる。

また、祖父母世代の支援を受ける母親においては、祖父母世代と子ども世代の育児観の

違いがストレスをもたらすことから、「祖父母学級」の開催を希望していることが報告さ

れている（角川,2011）。日本の地方自治体、公益社団法人、NPO法人による講座にはG

1とG2のトラブルを予防する心得を伝えるものが散見される（小屋野,2017）。

８．孫育てと祖父母世代のウェル・ビーイング

これまで見てきたように、祖父母による孫育ては有意義であるが、祖父母の孫育てが、

高齢者の身体的・精神的健康に負の影響をもたらすものであってはならないであろう。北

村（2005）の調査では、幼い孫と近居し、孫の子育てをより多く支えている若い祖母では、

身体的疲労を感じている人が少なくなかった。

ケアする側の祖父母世代の負担感、あるいは悩みを低減する「グランドペアレンティン

グ教育」に展開し、祖父母が育児支援において生ずる諸問題を解決する力を身につける教
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育の重要性も指摘されている（小野寺,2004）。

また、高齢期の働き方について、片桐（2017）は、「第三の働き方」として、NPOなど

の社会貢献活動を通した地域社会での活動を推奨している。仕事から徐々に引退している

過程にある高齢者のキャリアについて考える際には、有償性のある生産的活動に限定して

しまうことは十分ではないとし、地域社会でうまくやっていくソーシャルスキルや新たな

価値観を学習し、これまでの価値観を超えた新たな成熟を実現するとしている。

９．結論

以上のように、日本とオランダの祖父母世代の孫育てについて、比較検討した。まず、

日本とオランダの共通項としては、「家族主義」（船橋,2008）でインフォーマル保育に依

存する傾向が高いことがあった。いずれの国でも、祖父母の孫育ては増加傾向にある。

両国において、祖母の支援が、祖父の支援より、また母方祖父母の支援が父方祖父母の

支援より顕著であり、高齢期の子育て支援においてもジェンダー化の傾向は否めなかった。

子どもの成長と祖父母世代の加齢に伴う関係性の変化についても、孫が思春期になると

祖父母との交流は停滞するという共通性が見いだされた。そして、子ども世代（G2）が

祖父母（G1）と孫（G3）との交流を加減する立場にあることも両国の共通点であった。

では、日本とオランダとの相違点はどのようなものであろうか。

育児期の女性の就業継続について日本の祖父母はアンビバレントな感情を抱いている可

能性が示唆された。オランダでは、祖母自身が達成しえなかったキャリア形成を娘に望ん

でいることが報告されている（Tobio,2007:Geurts,Tilburg,Poortman,&Dykstra,2012に

引用）。これについては、やはり日本で男女のワーク・ライフ・バランスの構築が遅れて

いることとつながりがあるであろう。

男女の仕事とケア役割のバランスについて Kremer（2007）の論じたように、オランダ

では、仕事とケアの男女が共働きし、ケア役割も協同するモデル、日本では「男性ブレッ

ドウィンナー＋女性パートタイム労働と家庭内ケアモデル」の段階にある。

本稿では主に共働き夫婦への育児支援を扱ったが、祖父母の育児支援は共働きの夫婦だ

けでなく、専業主婦の母親への支援も含まれている。出産・育児のために就業を中断した

専業主婦の母親は、仕事を持つ母親と比較して育児不安が高い（目良・柏木,2005）。そ

れは育児不安が育児期の女性が「個人としての自分」を大切にした生き方の願望を持ちな

がらそれを実現できていないギャップへの不安でもある（小野田,2013）。育児期の母親

の再就職を後押しし、実現するためには、オランダ社会で実践されている多様な働き方と

それを可能にする公的保育と祖父母による孫育てを柔軟に組み合わせた支援についても検

討する必要がある。

祖父母学級などにおいて、母親の育児不安の低減・男女のワーク・ライフ・バランスの

構築の重要性・少子化の抑止などの社会問題を扱う必要がある。また、日本では育児期の

男性の長時間労働が改善されないと、父親の家事・育児参加が低いまま 5）で、祖父母の負

担が大きくなりすぎるリスクも示唆された。

最後に、オランダ研究で示唆されたように、祖父母世代の雇用と祖父母による育児支援

のバランス、すなわち祖父母世代のワーク・ライフ・バランスも今後の課題となるであろ

う。祖父母のベビーシッターとしての登録制度など、オランダのように、祖父母世代の社
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会参加にリンクする側面の検討も視野に入れることが望ましい。

育児期家族のウェル・ビーイングとともに、高齢者のウェル・ビーイングにつながるよ

うな孫育ての在り方を、今後デザインすることが大切である。

注

1）祖父母アイデンティティの発達プログラムの内容は以下のとおりである。

2017年9月：講座「子育て世代を応援する祖父母の力」（鎌倉女子大学 佐藤淑子）・

実技｢楽しく遊んで健康づくり｣（鎌倉女子大学 飯村敦子）

2018年9月：講座「子ども世代を応援する意義：オランダの現状と研究から考える」

（佐藤淑子）・実技「楽しく動いて健康づくり:ムーブメント教育法の体験」（飯村敦

子）

2018年9月：講座「地域の子育て応援団：祖父母世代の他孫（たまご）育てを考える・」

グループワーク｢子育て応援団のネットワーク作りに向けて｣（NPO法人孫育て・ニッ

ポン理事長 棒田明子氏）

2018年10月：講座「親世代と上手に付き合うために：祖父母準備性の再考」（佐藤淑

子）・実技｢楽しみながら、孫の成長を支える遊びの体験｣（飯村敦子）

2）http://www.expatica.com/nl/education/pre-school/A-guide-to-the-Dutch-childcare-system

-11225.html

Grandparentsandchildminders

UndertheChildcareAct,grandparentswhobabysitonaregularbasiscanalsobecon-

sideredself-employedchildmindersandformalchildcareproviders.Thismeansparents

canalsoreceiveanallowancefprthisform ofcare.

3）オランダでは1996年施行の労働時間差別禁止法と2000年の労働時間調整法により、多

様な働き方の環境が整っている。

4）Portegijs,Cloun,Ooms,&Eggink（2006）によると、公的保育と比較して、祖父母の

育児支援はより安価であるとしたうえで、4分の3の父母は、祖父母に孫の世話の報

酬を支払ってはいないという（Geurtsら,2012に引用）。

5）6歳未満の子どもを持つ夫婦の育児関連時間は妻が7.34時間、夫が1時間23分と開き

がある。

内閣府男女共同参画局 平成28年「社会生活基本調査」の結果から～男性の育児・家

事関連時間～（平成29年10月）wwwa.cao.go.jp/wlb/government/top/hyouka/k-42・pdf・

s1－2・pdf
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